
◆実車ガイド
・ 沿線に地磁気観測所がある常磐線は、観測に影響がでない交流電化の

区間が起点より比較的近距離からあるため、そこを通し運用する電車とし
て交直流両用の近郊形電車４０１系が1960年に開発されました

・ 両開きドアを片側3か所配置して、セミクロスシート構造を持つ車体形状は、
その後の国鉄近郊形電車の基礎となりました

・ 初期の前面形状は、１５３系と同形状の前面窓が大きい低運転台でしたが、
途中から１５３系同様踏切事故対策による高運転台構造を採用し、前面窓
の縦寸法が短くなりました

・ パンタグラフを搭載したモハ４００形は、屋根上の機器類や床下にある主変
圧器により、交直流電車の特徴を色濃く現していました

・ 車体塗装は、ローズピンクと呼ばれる赤１3号を纏い｢赤電｣と親しまれますが、
1985年開催のつくば万博に備え、1983年よりクリーム色に青帯の姿へ順次
変更され、同系列で出力アップ版の４０３系や４１５系と共に活躍しました

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆ここがポイント

※各画像は実車および試作、開発中のものです　実際の製品仕様とは異なる場合があります

◆製品化特徴
＜共通＞

・ ハイグレード(HG)仕様
・ クハは高運転台でクリーム10号に青20号の帯の姿を再現
・ クハは乗務員扉からサッシ窓までの寸法が１１３系と異なる車体を再現
・ 前面貫通扉の渡り板は別パーツ化で小型あるいは大型に選択可能
・ 検電アンテナ台座は円錐型を装着、角型は付属のパーツで交換可能
・ 常磐無線アンテナは配管をモールド、アンテナ本体は新規パーツ取付済み
・ 各車両の床下は新規で、特徴あるモハ４００形の主変圧器などを再現

・ ヘッド･テールライト、前面表示部は常点灯基板装備、ON-OFFスイッチ付

・ ヘッド･テールライト、前面表示部は電球色LEDによる点灯
・ 前面表示部はカラープリズムの採用により白色に近い色で点灯
・ 前面表示部は交換式で印刷済みパーツ｢普通(白地)｣｢(白地)｣を付属
・ 車番は選択式で転写シート付属
・ 新集電システム･黒色車輪採用･TNカプラー(SP)標準装備

＜98582＞について
・ モハ４０１形が動力車の基本4両セット
・ フライホイール付動力、M-13モーター採用

＜98583＞について
・ モハ４０１形がトレーラー車の増結4両セット

セット両数 4 両

予価

セット両数 4 両

予価

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。
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国鉄 ４０１系近郊電車（高運転台・新塗装）増結セット

トミックスインフォメーション

４０１系近郊形電車･高運転台新塗装

原産地 日本 パッケージサイズ 218×304×34mm パッケージ形態

品番 98582 品名 国鉄 ４０１系近郊電車（高運転台・新塗装）基本セット

発売月 2024年11月

●並べて楽しめる商品●

■セット内容・編成例

原産地 日本 パッケージサイズ 178×230×30mm パッケージ形態

発売月 2024年11月 JANコード 4543736985839 ¥17,490
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との連結走行は避けて下さい

＜別売りオプション＞

室内灯：<0733>ＬＣ白色

※走行に支障が出る場合があります

ので、 M-13モーター以外の動力車

POINT:1
貫通扉幌座が薄い前面はヘッド・テールライトリム別パーツ

化で、にじみが少ない青帯印刷を実現

また付属の別パーツで検電アンテナ台座は円錐型か角形、

渡り板は小型か大型に選択可能

POINT:2
常磐無線アンテナの配管は屋根に

モールドで、アンテナ本体は裏側から

差込む構造で取付済み再現

キハ５８系ときわ・奥久慈 ４５３系ときわ

４８５系ひたち １０３系エメラルドグリーン

この他6月発売予定の24系ゆうづる・ＥＦ８１ 300形など常磐シリーズが目白押し！

あの日に帰れる！常磐線を駆け抜けた往年の車両をラインナップ！

モハ４００形のTM2形主変圧器 クハ４０１形の粉砕式汚物処理装置

クハ４０１形のスカート

交流避雷器

直流避雷器ランボード

POINT:4
床下もそれぞれ新規で製作、モハ４００形の主変圧器やクハの粉砕式汚物処理装置

なども再現、スカートの切り抜き形状も４０１系用に新規に製作

円錐型台座 角型台座

渡り板小 渡り板大

※運転台側の窓にはﾃﾞﾌﾛｽﾀḘが表現されます

写真：手塚一之

POINT:3
モハ４００形のパンタグラフ周辺は低屋根部分の面積が初

期型より広くなった形態と、ランボードが一直線で交流・直

流各避雷器の位置関係がその後の形式と異なる姿を再現


